
４．配慮内容【ステップ３】＜完成（整備前後の写真やコメント等）、計画済・計画中（想定される内容）＞

１．事業概要

個別事例調書「ぐんまの風景を魅せるインフラ整備」（スキルアップチャレンジ）

２．現場の特徴【ステップ１】

・自然が豊かな山間部であり、眺望景観が臨める。
・御荷鉾山、神流湖、リニューアルした神流町恐竜センター等の観光地へアクセスする道路。

３．事業目的【ステップ２】

①現場から何を見せるのか
神流湖等の自然景観

②どこから現場自体を見せるのか
前面が国道４６２号であり、道路利用者（歩行者、自転車、自動車）から周辺の自然景観を見せる。

③目指すべき目標像
奥多野地域の御荷鉾山、神流湖、神流町恐竜センター等の観光地へアクセスする道路として、周辺と
調和する眺望景観を確保するとともに、また訪れたくなる、走りたくなる道路を創出する。

R7年度完成 事業名：急傾斜地崩壊対策事業 大栃地区 所属･係名 藤岡土木事務所・工務第二係

区分

砂防施設

【事業名】急傾斜地崩壊対策事業 大栃地区
【箇 所】藤岡市坂原
【概要】崩壊土砂防護柵工L=150ｍ

吹付法枠工A=1,000㎡

業務箇所

坂原コミュニティセンター

整備前

整備後

大栃1-2

大栃1-1

周辺の景観や植生との調和
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